
 

 

川越救急クリニック救急救命⼠(常勤)募集 
 
川越救急クリニックでは、クリニックや業務提携先で業務を⾏う救急救命⼠を募集して
おります。 
 
〇勤務地 
  ・川越救急クリニック     埼⽟県川越市⼩仙波１０４９−１ 
  ・筑波サーキット(業務提携先)  茨城県下妻市村岡⼄１５９ 
〇勤務時間 
  ・144 時間以上/⽉（時間外労働あり） 
  （勤務例）クリニック勤務    １５：３０〜２２：３０（7ｈ） 
       業務提携先勤務     ７：３０〜１６：００（7.5ｈ） 

・休⽇ 8 ⽇以上/⽉（有給制度充実・希望休暇受付可能） 
〇給与体制 
  ・基本給：20 万円〜 （業務提携先での勤務は別途⼿当⽀給） 
〇応募資格 
  救急救命⼠国家資格保持者(2022 年度取得⾒込含) 
〇今回募集⼈数 
  1〜２名程度(常勤)   ※採⽤者なしの場合もございます。 
〇採⽤⽅式 
  ⼀次審査：書類審査  ⼆次審査：⾯接（2023 年 1 ⽉中旬予定） 
〇福利厚⽣ 
  ・各種社会保険あり      ・育休、産休制度充実 

・通勤交通費⽀給(業務提携先への勤務には場合に応じて⾼速代⽀給) 
  ・⾷事補助（勤務時間による） ・賞与年２回あり(クリニック業績による) 

・昇給制度あり               ・健康診断制度充実 
○求める⼈物像    

・救急救命⼠学の垣根を超えて医学を広く学びたい⽅ 
・知識探求を楽しみ、それを業務に反映出来る⽅ 
・普段の業務から創意⼯夫を⾏い、それをもとに業務出来る⽅ 
・知識や技術、判断⼒、対応⼒をもとにリーダーシップを発揮出来る⽅ 
・病院救命⼠の枠組みにとらわれず、新たな活動、新たな業務に挑みたい⽅ 

○研修、試⽤期間について 
当院は⼊職後、3 ヶ⽉間を⽬安とした研修があります。当院救急救命⼠のサポート
を受けながら業務を覚えていただきます。また、同期間は試⽤期間でもあります。 



 

 

川越救急クリニック 
 

当院は 2010 年、埼⽟県川越市に開業した主に夜間救急診療を⽣業とす

る１次救急医療機関(今後⼊院病床拡充予定)です。 

埼⽟県で巻き起こる「救急⾞のたらいまわし」や「⾼次医療機関の患者

増⼤、負担増加」といった救急医療の問題を解消すべく、院⻑の上原 淳

(救急医)が「断らない救急医療」を理念に設⽴しました。 

⼀部の⽇中診療⽇を除き、外来は 16：00〜22：00、救急⾞受⼊れは 24

時間体制でほぼ毎⽇診療を⾏っており、診療科⽬は救急科を掲げているこ

とから内科疾患、外傷、⻭科など様々な領域の患者様が受診されます。 

原則、その⽇診療を⾏う医師は⼀⼈であることから救急救命⼠の⼒がと

ても重要になっています。 

川越救急クリニックで働いているスタッフは⽐較的少⼈数ではありま

すが、個々⼈が様々な資格、技術、知識をもっており、勤務をともにする

ことで⽇々スキルをアップデート出来ます。そこで得た知識や技術は院内

だけでなく、業務提携先でも⼤いに⽣かしていただきます。業務提携先で

は⾃⾝のスキルを武器に、ロードアンドゴーさながらの救助救護活動を⾏

います。 

 



 

 

 

クリニック業務  
〜法改正により救急救命⼠の処置実施範囲が広がりました〜 

 

〇外来患者に対する問診、トリアージ 

川越救急クリニックは救急科を掲げていることから軽症から重症まで様々な
症状を訴える患者様が外来受診されます。患者様の主訴から問診や観察を⾏い、
病態把握をした上で診察順や各検査の必要性などを素早くトリアージします。
これらの情報をもとに医師が診察、検査を⾏います。 
 

〇救急⾞ホットライン受付 

川越救急クリニックの理念は 原則”救急⾞を断らない” です。 
救急隊から素早く情報収集を⾏い、受⼊れの可否、検査や処置の必要性を判断
し医師に確認します。受⼊れが決定すると医師の指⽰をもとに他のスタッフと
協⼒して救急患者の受⼊れ準備を⾏います。 
 

〇バイタルサイン測定 

外来患者や救急患者の各種バイタルサイン測定や視診、聴診、触診など救急救
命⼠の肝ともいえる観察を⾏います。 
 

〇各種検査、検査補助 

外来患者や救急患者に対し、必要に応じて 12誘導⼼電図測定を⾏ったり、各
種検査機への検体セット、CT・レントゲン検査への患者誘導などの検査補助を
⾏います。 
 

〇診察補助、処置補助 

医師が診察や処置を⾏う際は必要な物品を準備したり、補助を⾏います。軽微
な擦過傷などの怪我には救急救命⼠も創洗浄、⽌⾎などの応急⼿当を⾏います。 

 



 

 

〇症状が著しく悪化する恐れのある救急患者に対する各種特定⾏為 

2021年の法改正により救急救命⼠は、その症状が著しく悪化するおそれがあ
り、⼜はその⽣命が危険な状態にある傷病者に対して、医療機関に滞在し⼊院す
るまでの間は特定⾏為が実施できるようになりました。 
それらの患者様に対して、必要に応じ、医師の指⽰のもと静脈路確保、薬剤投
与などの特定⾏為を⾏います。 
 

〇カルテ•紹介状•診断書などの書類作成補助 

川越救急クリニックは原則医師が 1 ⼈で診察、処置、処⽅を⾏っていること
から各種書類作成の補助も救急救命⼠や他のスタッフが⾏います。 
 

〇転院搬送時の消防救急⾞への同乗 

川越救急クリニックには⾃⼰受診や救急⾞であらゆる症状を訴える患者様が
受診されます。 
そのため重症の患者様が来ることも珍しくありません。緊急に⾼次医療機関
への転院が必要と医師が判断した場合は消防救急⾞を要請し、救急救命⼠が救
急⾞に同乗、患者管理を⾏いながら転院搬送します。転院先の医療機関では医療
スタッフに引継ぎも⾏います。 
 

〇転院搬送時の医療機関調整、救急⾞運⽤•患者管理 

川越救急クリニックでは⾼規格救急⾞を 1 台所有しており、消防救急⾞以外
での転院搬送も⾏っています。医師が当院救急⾞での転院搬送が必要と判断す
れば、近隣医療機関に受⼊要請、調整を⾏ったうえで、看護師や他の救急救命⼠
と共に患者管理を⾏いながら緊急⾛⾏で転院搬送します。転院先の医療機関で
は医療スタッフに引継ぎも⾏います。 
 

〇その他雑務 

 
 

 
 



 

 

川越救急クリニックでは茨城県にある筑波サーキットと業務提携を結んでお
り、医療体制の構築、救助救護対応、サーキットスタッフへの救護教育、各種統
計業務を⾏っています。 

筑波サーキットでは、レースやプロ選⼿の⾛⾏以外にも⼀般の⽅を対象とし
たバイク、⾞の⾛⾏や貸切イベントも⾏われるため、有事に備えて当院より毎⽇
救急救命⼠が派遣されており様々な業務を⾏っています。また、レースが開催さ
れる際にはレースドクターや看護師と協⼒して、ライダーやドライバー、観客等
への応急処置を⾏ないます。 
 

〇医療体制の構築 

川越救急クリニックが主体となってサーキットにおける医療体制や救助救護
体制の構築、審査、改正を⾏っています。必要に応じて各種機器や処置物品の導
⼊検討なども⾏います。 
 

〇救助救護対応 

レースを含む全ての⾛⾏において医師が事故現場に臨場することは原則とし
てありません。ひとたび事故が発⽣すれば、救急救命⼠がサーキットスタッフと
共に救急⾞で現場に駆けつけ、救急救命⼠の指揮のもと救助や救護を⾏います。   
また、コース以外の場所や施設で傷病者が発⽣することも珍しくないためそ
れらの救護も⾏います。 
救急救命⼠は医師や看護師のいるサーキット医務室と連絡を取り合いながら、
傷病者を観察、救助し、医務室到着後には応急⼿当を⾏った上で、容態によって
は医療機関選定、医療機関案内、消防救急⾞の要請、引継ぎを⾏います。傷病者
の容態によっては、医師に連絡し、病態相談を⾏ったり、具体的な指⽰を受けな
がら各種特定⾏為を⾏うこともあります。 
 

〇サーキットスタッフへの救護教育 

サーキットで発⽣した事故には救急救命⼠以外のサーキットスタッフが⼀緒
に駆付けます。そのため頭部保持、ログロールなどの救助⽅法や⼼肺蘇⽣法など
の応急⼿当をサーキットスタッフへ教育指導します。 



 

 

〇各種報告、統計 

レースなどのイベントでは主催者に医療関係の報告を⾏なったり、サーキッ
トで発⽣した事故、急病事案の統計を取りまとめ、サーキット職員やサーキット
スタッフへ報告を⾏っています。 
 
※サーキット勤務は、研修後、該当救急救命⼠の知識、技術、技量、リーダーシ
ップ性が基準を満たしたと判断した場合にのみ派遣を命じられます。 
 
       
 
 
▽業務提携先での研修⾵景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▷クリニックで働く救急救命⼠ 

◁▽サーキット救護活動 



 

 

川越救急クリニック 

⾒学会開催予定 
 
 
ここまでご覧いただきありがとうございます。 
川越救急クリニックにご興味を持たれた⽅、川越救急クリニックへの⼊職を

ご検討いただいている⽅向けに⾒学会の実施を予定しております。 
定員は⼀回最⼤ 5 名程度を想定しており、川越救急クリニックの救急救命⼠
が皆さまのご対応をさせていただきます。 

ご興味のある⽅、⾒学をご希望の⽅は下記メールアドレスまでご連絡お願い
します（11/15必着）。 
 
メールアドレス（救急救命⼠⻑：中路宛）： kawa_clinic@outlook.jp  

尚、メールには 
1.お名前 
2.ご年齢
3.ご所属教育機関名または現ご所属 
4.出⾝卒業学校（既卒の⽅のみ） 
5.⾒学希望⽇（①〜④のうち第⼆希望までお選びください） 
①11/24（⽊） ②12/2（⾦） ③12/10（⼟） ④12/21（⽔） 

6.その他ご希望されること 
のご記載をお願いいたします。 
 
当⽇はスーツでのご参加をお願いしております。 
その他の連絡事項、持ち物等に関しましてはいただきましたメールへのお返事
にてお伝えさせていただきます。 


